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【手続補正書】
【提出日】平成26年10月16日(2014.10.16)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　互いに暗号通信を行なう第１の制御手段と第２の制御手段とを備えた遊技用装置を有す
る遊技用システムであって、
　前記第１の制御手段と前記第２の制御手段とは、ともに、
　　認証方式の異なる複数種類の相互認証処理を前記第１の制御手段と前記第２の制御手
段との間で行なう相互認証処理手段と、
　　該相互認証処理手段による各相互認証の単独での認証結果が不適正な場合に該単独で
の認証結果を認証相手の制御手段に通知せず、前記複数種類の相互認証すべてを実行した
結果の異常を総括して、認証相手の制御手段に通知する総括通知手段とを含む、遊技用シ
ステム。
【請求項２】
　互いに暗号通信を行なう第１の制御手段と第２の制御手段とを備えた対応する遊技機を
動作させるための遊技用装置であって、
　前記第１の制御手段と前記第２の制御手段とは、ともに、
　　認証方式の異なる複数種類の相互認証処理を前記第１の制御手段と前記第２の制御手
段との間で行なう相互認証処理手段と、
　　該相互認証処理手段による各相互認証の単独での認証結果が不適正な場合に該単独で
の認証結果を認証相手の制御手段に通知せず、前記複数種類の相互認証すべてを実行した
結果の異常を総括して、認証相手の制御手段に通知する総括通知手段とを含む、遊技用装
置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００１】
　本発明は、互いに暗号通信を行なう第１の制御手段と第２の制御手段とを備えた遊技用
装置を有する遊技用システム、および、互いに暗号通信を行なう第１の制御手段と第２の
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制御手段とを備えた対応する遊技機を動作させるための遊技用装置に関する。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　（１）　本発明は、互いに暗号通信を行なう第１の制御手段（メイン制御部３２３、ま
たはＣＵ３、Ｐ台２、Ｚカウンタ、ＰＯＳ端末等）と第２の制御手段（ＣＵ通信制御部８
０、またはＣＵ３、Ｐ台２、Ｚカウンタ、ＰＯＳ端末等）とを備えた遊技用装置を有する
遊技用システムであって、
　前記第１の制御手段と前記第２の制御手段とは、ともに、
　　認証方式の異なる複数種類の相互認証処理を前記第１の制御手段と前記第２の制御手
段との間で行なう相互認証処理手段（図７（ａ）のＣＵ通信制御部認証シーケンス）と、
　　該相互認証処理手段による各相互認証の単独での認証結果が不適正な場合に該単独で
の認証結果を認証相手の制御手段に通知せず、前記複数種類の相互認証すべてを実行した
結果の異常を総括して、認証相手の制御手段に通知する総括通知手段（図９、図１２、図
１４、の異常を総括して通知する処理）とを含む。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１５】
　（４）　本発明の他の態様は、互いに暗号通信を行なう第１の制御手段（メイン制御部
３２３）と第２の制御手段（ＣＵ通信制御部８０）とを備えた対応する遊技機を動作させ
るための遊技用装置（カードユニット３）であって、
　前記第１の制御手段と前記第２の制御手段とは、ともに、
　　認証方式の異なる複数種類の相互認証処理を前記第１の制御手段と前記第２の制御手
段との間で行なう相互認証処理手段（図７（ａ）のＣＵ通信制御部認証シーケンス）と、
　　該相互認証処理手段による各相互認証の単独での認証結果が不適正な場合に該単独で
の認証結果を認証相手の制御手段に通知せず、前記複数種類の相互認証すべてを実行した
結果の異常を総括して、認証相手の制御手段に通知する総括通知手段（図９、図１２、図
１４、の異常を総括して通知する処理）とを含む。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０３０６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０３０６】
　図１７は、図８に示したＣＵ通信制御部シリアルＩＤ認証シーケンスのサブルーチンプ
ログラムを示すフローチャートである。まずメイン制御部３２３からＣＵ通信制御部８０
へＣＵ通信制御部シリアルＩＤ認証要求１が送信される。それを受けたＣＵ通信制御部８
０は、ＣＵ通信制御部シリアルＩＤすなわち図４に示したＲＯＭ８０９に記憶されている
ＣＵ通信制御部のＳＩＤを用いてチャレンジコードＡを生成し、そのチャレンジコードＡ
をＣＵ通信制御部シリアルＩＤ認証応答１としてメイン制御部３２３へ送信する。それを
受けたメイン制御部３２３は、ＣＵ通信制御部シリアルＩＤすなわちＥＥＰＲＯＭ（図示
略）に記憶されているＣＵ通信制御部のＳＩＤを用いてレスポンスコードＡを生成し、そ
のレスポンスコードＡをＣＵ通信制御部シリアルＩＤ認証要求２としてＣＵ通信制御部８
０へ送信する。それを受けた通信制御部８０は、そのレスポンスコードＡをチェックして
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適正であるか否かを判定する。そしてその判定結果（チェック結果）とチャレンジコード
Ｂの要求を含むＣＵ通信制御部シリアルＩＤ認証応答２をメイン制御部３２３へ送信する
。それを受けたメイン制御部３２３は、チェック結果が不適正（ＮＧ）であった場合には
、以降の通信を行なわないように制御する。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０３４５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０３４５】
　図２３は、図２２に示した挿入時処理のサブルーチンプログラムを示すフローチャート
図である。本実施の形態において破線で示すステップは変形例の制御内容を示している。
また、実線の矢印は制御の流れを示し、二点差線の矢印は送信される情報の流れを示して
いる。図２３において、Ｓ１～Ｓ７の各ステップはＣＵが実行する。またＳ８～Ｓ１０、
Ｓ１２～Ｓ１５はＰ台が実行する。より具体的には、Ｓ８～Ｓ１０、Ｓ１２、Ｓ１３、Ｓ
１５の削除処理は、Ｐ台に設けられている表示器用演出制御基板５３が実行し、Ｓ１４と
Ｓ１５の送信処理は、表示器用演出制御基板５３が払出制御部１７へ送信して払出制御部
１７がＣＵへ送信する。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０８９５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０８９５】
　前述の実施の形態においては、図３等に基づいて説明したように、Ｃ－ＩＤの一致判定
をＰ台側において行なっていたが、その一致判定をＣＵ側において行なってもよい。その
場合には、Ｐ台２のバックアップデータ記憶部に記憶されているＣ－ＩＤをＣＵ側に送信
してもらい、それを受信したＣＵ側において、挿入されたカードに記録されているＣ－Ｉ
Ｄを読取り、その読取ったＣ－ＩＤとＰ台から送信されたＣ－ＩＤとの一致判定を行なう
。そして、ＣＵ３において、Ｃ－ＩＤが不一致であると判定した場合に、Ｐ台２に対して
クリアコマンドを送信する。そのクリアコマンドを受信したＰ台２では、バックアップデ
ータ記憶部に記憶されているデータを消去する。
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